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活動番号■旧街道ウォーク３１１

テーマ■日光御成街道ウォークその

４（東川口駅～大門宿～岩

槻宿）

日 時■２００６年７月２日（日）

１０時３０分～１７時

集 合■ＪＲ武蔵野線東川口駅・埼

玉高速鉄道（地下鉄南北線乗

り入れ）東川口駅北側駅前広

場

コース■東川口駅～大門神社～大門

宿本陣（１１時見学）～大

興寺～国昌寺（見沼代用水

東縁）～緑のトラスト保全

地～総持院～さぎ山記念公

園（見沼自然公園）～旧板

東家住宅見沼くらっしく館

～光徳寺～膝子一里塚～岩

槻宿～岩槻駅（約12ｋｍ）

見 所■大門宿本陣をオーナーの方

のご案内で見学できます。

また、大門宿から岩槻宿ま

では、見沼代用水と平行し

て歩きますので、見沼田圃

の代表的な景観地をご覧い

ただけます。

雨天の場合は、大門宿本陣その他■

見学まで決行します。残りは

８日（土）に延期します（不

明の場合は下記の大竹、古里

までお電話ください）

大竹 亮（旧街道ウォーク連絡先■

、 ）代表 全国街道交流会議幹事

E-mail :otkr@zd6.so-net.ne.jp
古 里 実

hurusato.minoru@nifty.com

地図番号と解説■

本陣会田家が117 大門宿本陣表門：

694(元禄７)年にたてた茅葺きの

長屋門。

18 大門神社

武笠家の茅20 大門宿脇本陣表門：

葺きの長屋門で通称「赤門 。」

天正19(1591)年に、徳川21 大興寺:

家康から寺領３０石を賜った由緒

ある真言宗の古刹。境内には、江

戸時代後期に念仏化道を広めた僧
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の「徳本上人念仏供養塔」が建立され

ている。

寛永19(1642)年に、徳川家22 国昌寺：

光から寺領十石の朱印を寄進された古

刹。山門は左甚五郎作の竜の彫刻から

「 」見沼龍神伝説に由来する 開かずの門

がある。

享保年間に新田開23 見沼代用水東縁：

発のために干拓された見沼留井にかわ

る用水として利根川から引かれたもの

、 、で 旧見沼との東西の台地の境を東縁

西縁の二本の用水として流れている。

この干拓事業によって形成された見沼

田圃は1,200町歩に及ぶ。

24 見沼田圃周辺斜面林（緑のトラスト

：農地、休耕田、斜面保全第一号地）

林、代用水のバランスが良い自然環境

と景観が保たれている。

鐘楼を備えた大きな木造の25 総持院：

山門がある。春はボタンが美しいこと

で知られる。

26 鷲神社

野田の27 シラサギ記念自然博物館：「

」 。鷺山 の写真や昆虫の標本などを展示

浦和学院高校の敷地内にある。

28 さぎ山記念公園（見沼自然公園 ：）

通称「野田の鷺山」と呼ばれてかつて

の鷺の繁殖地。享保年間から記録に見

え、紀州家鷹場内あることから紀州家

では囲鷺として保護してきた。また、

将軍家治や家慶の日光社参の記録には

この鷺を見物したことがみえている。

昭和46(1971)年を最後に鷺の飛来は見

られなくなってしまった。

旧29 旧板東家住宅見沼くらっしく館：

板東家は1875(安政4)年の建築。

天保14(1843)年の社参に際30 光徳寺：

し、将軍休処となった曹洞宗の寺。

東塚のみ現存してい31 膝子の一里塚：

る。江戸から8番目の一里塚。道路拡

幅のため、小ぶりになっている。

道路沿いに建つ小さな32 見沼弁財天：

赤いお堂。

33 満蔵寺の板碑、円空仏

岩槻藩主、阿部家の菩提寺34 浄国寺：

でもあり、阿部氏の墓所がある。

市は中世末から盛んであ35 市宿通り：
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ったもので、慶長6(1601)年には岩槻城主高力清長から市掟が出されており、近世を通

じて毎月１・６日を市日とする六齋市であった。

1930(昭和5)年建設の旧岩槻警察署。36 郷土資料館：

：墓地内には５代岩槻城主太田氏資の高さ1.14mの宝きょう印塔がある。187137 芳林寺

(明治4)年、岩槻に県庁が置かれた際、40日ではあるが、仮庁舎となった。

創業125年記念で造った酒造資料館がある。内部は酒造りの道具や資料が38 鈴木酒造：

並ぶ。

岩槻藩士で儒学者 児玉南可が1799(寛政11)年に開いた私塾 1820(文39 岩槻藩遷喬館： 、 。

政3)年藩主大岡忠孝固が南可の功績をたたえて藩学所とした。

寛文11(1671)年に設置された岩槻城の鐘楼。現存の鐘は享保5(1720)年に改40 時の鐘：

鋳されたもの。

岩槻城外郭土塁の跡が残る。41 愛宕神社：

別名白鶴城とも呼ばれた、台地を利用した平城の跡で土塁の42 岩槻城跡（岩槻公園 ：）

一部が今も残る。


